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毎月２回1日・15日発行 くしまのものづくり 縫製工場見学
支えあいで地域の絆をつなごう特

集
1

特
集
２

ＪＲ東海硬式野球部による少年野球教室

さあ来い！



問い合わせ先　医療介護課 介護保険係　☎７２－０３３３
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「まずは足元の地域から」

　今は不自由なく暮らせていても、いずれは自分
たちにも手助けが必要な日がやってきま

す。先のことと思わずに、まずは足元の
地域から声掛けなどをしてつながりを
深めながら、ひとつずつ身近な問題を
解決していけたらと思います。「自分

は自分」という考えではなく、つな
がりを大切にしてほしいですね。

「横のつながりが大事」

　人と出会うことが大事。地域で気楽に集まれる
ような場所があるとそこに出会いが生ま
れ、人の輪も広がると思います。リーダ
ーになって声掛けしてくれるような方
がいると集まりやすいかもしれません
ね。あいさつを交わしたり、イベント
に誘いあったりと小さなことを続けてい
くことが大切ではないでしょうか。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２ 

５
年
以
降
は
、
医
療
や
介
護
の
需
要
が
、
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

串
間
市
は
、
現
在
の
高
齢
化
率
が
約
37
％
で

県
内
９
市
の
中
で
も
ト
ッ
プ
。
２
０
３
０
年

に
は
45
％
を
超
え
、
２
・
２
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
生
活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
と
な
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
が
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

串
間
市
で
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
第

一
歩
と
し
て
、
専
門
家
や
団
体
な
ど
が
参
加

し
、
高
齢
者
が
生
活
す
る
上
で
、
不
安
や
心

配
な
こ
と（
課
題
・
問
題
）か
ら
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
す
る
た
め
の
方
法（
支
援
・
解

決
策
）
を
考
え
る
た
め「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
ケ
ア
会
議
っ
て
？
？

　

地
域
ケ
ア
会
議
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家

や
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、
支
援
が
必
要
な
方

の
支
援
内
容
や
地
域
の
課
題
、
そ
の
解
決
策

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

串
間
市
の
取
り
組
み

　

個
別
ケ
ー
ス
会
議
の
取
り
組
み
に
加
え
、

平
成
26
年
度
か
ら
地
域
に
根
差
し
た
会
議
と

し
て『
小
地
域
ケ
ア
会
議
』
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
か
ら
地
域
そ
し
て
市
全
体
の

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
課
題
の
解
決
策

と
し
て
、
個
人
で
で
き
る
こ
と
・
地
域
で
で

き
る
こ
と
の
提
案
や
ア
イ
デ
ア
を
、
市
民
へ

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
い
く
こ
と
で
テ

ー
マ
を
決
め
ま
し
た
。
次
年
度
は
、
次
の
３

つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
地
域
ケ
ア
会
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

①
声
か
け
運
動

②
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場

③
ゴ
ミ
出
し
の
支
援

　

地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

地
域
ケ
ア
会
議
に
参
加
さ
れ
て
い
る
山
口

さ
ん
と
水
元
さ
ん
に
高
齢
者
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

お困りごとはありませんか？
　地域包括支援センターでは、高齢者に
関する相談や悩みを聞いています。主任
介護支援専門員、社会福祉士、保健師な
どが中心となって支援を行います。ひと
りで悩まず、まずはご相談ください。地
域包括支援センターへ行けない場合でも、
職員が訪問することもできますので、お
気軽にご連絡ください。

串間市地域包括支援センター
☎7 2－0023

例：�一人暮らしで、認知症の方の相談が
増えている

例：�高齢者の二人暮らしも増えて老老介
護になっている

地域の問題を考える会議

小地域ケア会議
（福島、北方、大束、本城、都井、市木）

　各地区ごとに会議をしています。
地域でやっていることや地域の問題
を共有したり、地域の取り組みなど
を考えます。

≪参加者≫
自治会連合会、高齢者クラブ連合会、生涯
学習専門指導員、民生委員児童委員連絡協
議会、健康づくり推進委員、食生活改善推
進員、各支所など

市全体で共通する問題を考える会議

地域ふれあいケア会議
　この会議では、市全体で取り組め
る事のアイデアを出し合い、高齢者
の方一人ひとりが安心して生活がで
きる事を考えています。

≪参加者≫
小地域ケア会議委員、南那珂医師会、串間
市社会福祉協議会、串間警察署、串間市消
防署、串間郵便局、宮崎県日南保健所、串
間市役所など

支
え
あ
い
で
地
域
の
絆
を
つ
な
ご
う

ま
ず
は
み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
!!

個別を支援する会議

個別ケース会議
（地域包括支援センター）

　市民やケアマネジャーなどからの
相談や悩みを受けて、高齢者の方が
安心して生活ができるように話し合
いをします。
　地域の問題となることは、小地域
ケア会議・地域ふれあいケア会議へ
つなげていきます。

≪参加者≫
介護支援専門員、福祉事務所、医療介護課、
その他ケース事例に応じて参加

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に
…　

あ
な
た
の
ほ
ん
の
少
し
の
行
動
で
助
か
る
人
が
い
ま
す

高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

３つのテーマ
みんなでやろう！

みんなで声をかけあおう
あなたの一声が安心を与え、孤独から救われます

ゴミ出しの支援をしよう
あなたの勇気ある行動で助かる方がいます

ふれあいの場に参加しよう
あなたの笑顔でみんなの心が温まります

地域のアイデアを実行し安心したまちづくり
誰もがこの住み慣れた串間で安心して暮らしていける地域づくりを目指しています。 

串間市の地域包括ケアを実現するために、一人ひとりが、地域に目を向け、
みんなで助け合える串間となるよう会議に取り組んでいます。

市民 ケアマネジャー

相談

課題

課題

買い物・ゴミ出し
できなくなったら、
助けてほしいな。

声かけ運動。
回覧板を回すときは、
顔を見て様子が
見れるといいなあ。

生涯学習専門指導員  山
やま

口
ぐち

 すが子
こ

さん食生活改善推進員  水
みず

元
もと

 美
み

保
ほ

子
こ

さん

本当に介護を
必要とする方がいるよ。
見守りや声かけ
あると良いな。
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会社の概要
●�所在地＝串間市大字崎田582番地（旧串間市立崎田小学校跡地）
●�本社＝菅公学生服株式会社（岡山県岡山市北区）
●�事業内容＝スクールウェア、スポーツウェアなど各種衣料の製造
●従業員数＝5 4名
●�会社の概要＝昭和5 8年に誘致企業として「有限会社尾崎縫製崎
田工場」を設立。平成2 5年８月、社名が「菅公アパレル株式会社
崎田工場」となり、今年で創業3 2年目を迎えます。本社は岡山
県岡山市に所在し、1 8カ所の生産関連工場と、全国各地に営業
所が所在。創業162年を迎える歴史ある会社です。崎田工場では、
全国の学校の体育衣料（ジャージなど）を中心に生産しています。

会社の概要
●所在地＝串間市大字串間925番地１
●本社＝株式会社サンリット産業（大阪市中央区）
●�事業内容＝スーツ、ブレザー、スラックス、ブルゾンなど、
アパレル製品の製造
●�従業員数＝4 6名
●�会社の概要＝昭和5 5年に誘致企業として宮崎串間工場を
開設し、今年で創業3 5年目を迎えます。本社は大阪市に
所在し、東京から福岡の全国５支店や物流センターがあり
ます。宮崎串間工場では、着心地の良いスーツ型ユニホー
ムを主力とするアパレル製品を製造しています。

　社名のカンコー（ＫＡＮＫＯ）は、学問の神
様である菅原道真公の呼び名「菅公」に由来
します。私たちは学生服を通して、夢に向
かう子どもたちの成長や学びを応援したい
と思っています。学生時代の思い出に残る
一着を作れることに喜びを感じますね。
　崎田工場は明るく楽しい職場です。一つ
の服を作るために、作業員それぞれに役割
があり、みんなで一つのものを作り上げると
いう団結力、達成感を味わうことができます。

　また、できるだけ地元の方を採用して、働
く場をつくることも誘致企業としての役割だ
と思います。現在は従業員のほとんどは市
内在住の方。高校卒業したばかりの1 0代か
らご年配の方まで幅広い年齢層の方が働い
ています。現在も従業員を募集中。「縫製工
場」というと、ミシンや裁縫ができなければ
いけないと思われるかもしれませんが、初心
者の方も大歓迎です。入社後にしっかりと研
修を行い、人材の育成にも取り組んでいます。

　服に携わり、ものづくりの楽しさと、良
い商品ができた達成感を味わうことができ
る仕事だと思います。いかに着心地の良い
確かな商品をつくるか、そのために従業員
の皆さんも与えられた仕事を全うし、日々
努力しています。だからこそ、私はこの工
場で作った商品には自信があります。
　また、誘致企業として地域に貢献するた
めには、やはり「雇用」だと考えます。従業

員は外国人1 2名を含む4 6名。ほとんどが串
間出身者なので、気心の知れる仲間と一緒
に、働きやすい環境づくりを心掛けています。
　工場では、やる気のある方を募集してい
ます。私も入社当時は技術もなく、全くの
素人。先輩方の指導のおかげで少しずつ技
術を身につけられるようになりました。で
すので、初めての方でも大歓迎です。一緒
に服に携わる仕事をやりませんか。

く
し
ま
の
　

も
の
づ
く
り

市
内
の
縫
製
工
場
を

見
学
！

◀一つひとつ丁寧に
作業しています

◀最終点検が
　終われば完成！

作業は素早く的確に　
ベテランの技が光る▶

▲流れ作業で役割分担して行っています

　インターネットで求人情報がご覧にな
れます。串間市のホームページでハロー
ワーク日南の求人情報誌を掲載していま
すので、ぜひご活用ください。
　ハローワークでは、求職登録と窓口利
用をお勧めしています。ハローワークの
窓口では、詳しい求人に関する情報はも
とより、就職に役立つセミナー情報や地

域の雇用状況などをお伝えしています。
　現在、ハローワークでは、正社員での
就職を支援する取り組みを強化していま
す。
●問い合わせ先
　ハローワーク日南 日南公共職業安定所
　住所：日南市吾田西１丁目７-2 3
　　　　☎2 3-８６０９

あなたも串間市で　働きませんか？
串間市で仕事をお探しの皆さま　ハローワークをご利用ください宮崎串間工場長　城

じょう
　文

ふみ
矢
や

さん

ものづくりの楽しさや達成感を
生産課課長　永

なが
野
の

 照
てる

美
み

さん

子どもたちの学びや夢を応援

▲みんなで明るく作業しています

最後にプレスして　
形を整えます▶

作業
風景

作業
風景

今
回
は
、
市
内
に
あ
る

２
つ
の
縫
製
工
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。



T H E  S L O W  F O O DT H E  S L O W  L I F E
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今
年
で
創
立
32
年
目
を
迎
え
た
歴

史
あ
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
串
間
白
ば
ら
コ
ー
ル
」。
主
に
60
代
、

70
代
の
女
性
を
中
心
に
活
動
し
、
パ
ワ

フ
ル
な
歌
声
で
聴
く
人
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

串
間
白
ば
ら
コ
ー
ル
は
、
福
島
高
校

の
創
立
60
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
コ
ー
ラ
ス
好

き
の
方
々
に
よ
っ
て
結
成
。
現
在
に
至

る
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
20
名
が
在
籍
。
日
南
市
民

吹
奏
楽
団
の
指
揮
者
で
も
あ
る
福ふ

く
田だ

浩ひ
ろ

樹き

先
生
の
指
導
の
下
、
週
１
回
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
は
、
ソ
プ
ラ

ノ
、メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
、ア
ル
ト
の
３
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
音
を
合
わ
せ
ま
す
。
会

長
の
高た

か
原は
ら
厚あ
つ
子こ

さ
ん
は
「
練
習
で
も
音

の
取
り
方
が
バ
ッ
チ
リ
合
う
と
す
ご
く

気
持
ち
い
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
の
現
在
の
目
標
は

３
月
８
日
に
開
催
す
る
定
期
演
奏
会
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
。
今
年
は
、
福
田
先

生
の
発
案
で
、
花
や
傘
を
使
っ
た
踊
り

を
取
り
入
れ
た
曲
を
披
露
予
定
。
振
り

付
け
は
メ
ン
バ
ー
の
河
野
さ
ん
、
無む

漏ろ

田た

さ
ん
、
蓑
方
さ
ん
が
考
案
し
、
披
露

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
高

原
さ
ん
は
「
ぜ
ひ
定
期
演
奏
会
を
聴
き

に
来
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
コ
ー
ラ
ス
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
串
間
白
ば
ら
コ
ー
ル
」
の
皆
さ
ん

が
奏
で
る
美
し
い
コ
ー
ラ
ス
を
聴
き
に
、

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
心
に
響
く
歌
が
聴
け
る
は
ず
で

す
。

心
ひ
と
つ
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す

美
し
い
歌
声
響
か
せ
て

聴く人の心に響く歌を目指して活動しています。

イチゴ（strawberry）
バラ科オランダイチゴ属
ビタミンＣが豊富で風邪予防や美肌効果に期待できます。鬼塚さんは糖度が高く酸味が少ない「さがほのか」と、
他の品種よりもビタミンＣが豊富な「さちのか」の２品種を栽培しています。

ふ
わ
っ
と
香
る
甘
い
匂
い
。
つ
ぶ

つ
ぶ
と
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
魅
力
の

「
イ
チ
ゴ
」。収
穫
体
験
が
で
き
る
観
光

農
園
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
る
鬼
塚

晃
さ
ん
・
里
美
さ
ん
ご
夫
妻
（
本
城
地

区・上
千
野
）に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

キ
ン
カ
ン
や
日
向
夏
な
ど
も
栽
培
し

て
い
る
鬼
塚
さ
ん
。「
観
光
農
園
が
や
り

た
い
」
と
平
成
15
年
に
『
串
間
い
ち
ご

畑
』
を
始
め
ま
し
た
。
５
年
前
に
ご
結

婚
さ
れ
、
看
護
師
を
し
て
い
た
里
美
さ

ん
も
一
緒
に
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
に
苗
づ
く
り
を
行
い
、
９
月
末

に
植
え
付
け
。
12
月
下
旬
か
ら
収
穫
時

期
を
迎
え
、
５
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
が
イ

チ
ゴ
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
イ
チ
ゴ

狩
り
の
醍だ

い
醐ご

味み

は
、
新
鮮
で
完
熟
し
た

イ
チ
ゴ
を
自
分
で
選
ん
で
食
べ
ら
れ
る

こ
と
。
熟
す
前
に
摘
み
取
っ
た
イ
チ
ゴ

で
も
、
自
然
と
赤
く
色
づ
く
よ
う
で
す

が
、
甘
味
は
摘
み
取
っ
た
と
き
の
ま
ま

だ
そ
う
で
す
。「
常
に
完
熟
の
イ
チ
ゴ

が
あ
る
状
態
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」
と
摘
花
な
ど
の
手
入
れ
を

欠
か
さ
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
。

休
日
に
は
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
ま
す
。「
風
邪
を
引
い
た
孫

に
食
べ
さ
せ
た
い
、
子
ど
も
が
大
好
物

と
言
っ
て
、
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
帰
っ

て
く
れ
る
と
き
が
う
れ
し
い
。
イ
チ
ゴ

は
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す

ね
」
と
お
二
人
は
に
っ
こ
り
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

自
分
好
み
の
イ
チ
ゴ
を
探
す
の
も
楽

し
み
の
一
つ
。
ぜ
ひ
一
度
、
イ
チ
ゴ
狩

り
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
場
所

完
熟
イ
チ
ゴ  

自
分
好
み
を
摘
み
取
っ
て

本城地区・上千野

鬼
おに

塚
つか

 晃
あきら

さん・里
さと

美
み

さん
午前10時～午後５時まで営業。
月曜日は定休日。問い合わせは
☎０８０‐５２１５‐２１４０まで。

完熟イチゴの
見分け方

　ヘタの下の部分に、ひ
び割れたように小さな亀
裂が少しだけ入っている
のがおすすめ。へたが反
り返っているのも完熟し
ている証です。

豆  知  識

串間白ばらコールの皆さん
３月８日（日）午後２時から文化会館
で定期演奏会を開催します。ぜひお
越しください。メンバーも募集中です。
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25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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予選会で発表する吉田さん

わけもんの
主張

地
域
交
通
安
全
意
識
新
た
に

　
１
月
31
日
、
文
化
会
館
で
『
第
10
回
串
間
市
地
域
安
全
・

交
通
安
全
市
民
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
安
全
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
串
間
」「
交
通
安
全

ゆ
ず
る
優
し
さ
待
つ
ゆ
と
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
安
全

や
交
通
安
全
に
長
年
尽
力
さ
れ

て
き
た
方
々
の
表
彰
や
、
串
間

警
察
署
に
よ
る
安
全
総
括
が
行

わ
れ
、
地
域
・
交
通
安
全
へ
の

意
識
を
高
め
ま
し
た
。
式
典
後

は
、
宮
崎
県
警
察
音
楽
隊
と
福

島
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
や
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

揚原の交差点で小中学生への横
断歩道の誘導や声掛けを始めて
３年になります。毎朝、あいさ
つや会話を交わし、一声かける
ことで子どもたちを元気づける
ことができればと思っています。
自分の体が続く限りこれからも
活動を続けていきたいですね。 

元気づけたい

大束地区・胡桃ヶ野

蓑
み の

輪
わ

 英
ひ で

臣
お み

さん

　

２
月
８
日
、
串
間
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
海
硬

式
野
球
部
に
よ
る
野
球
教
室
が
、
串
間
市
営
球
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
教
室
に
は
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
５
チ
ー
ム
に

所
属
す
る
小
学
生
64
名
が
参
加

し
、
選
手
か
ら
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
全
体
で
の
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
が
終
わ
る
と
、
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
打
撃
、

守
備
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
練
習
を

開
始
。
児
童
た
ち
は
、
基
本
動

作
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
少

し
で
も
上
達
し
よ
う
と
真
剣
に

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
が
野
球
教
室
開
催

ＪＲの選手たちにピッチング、
守備、バッティングを教えても
らい、いろいろなことがわかり
ました。特に、内野の守備練習
で腰を低くして待つ構え方を教
わったのが印象に残りました。
教わったことを試合で生かせる
ように練習を頑張りたいです。

試合に生かす

本城小学校 ５年

荒
あ ら

山
や ま

 賀
が く

斗
と

さん

１月21日、日南市で『第９
回わけもんの主張南那珂支
会予選会』が開かれました。 
串間市の吉田優香さんと那
須大気さん、日南市の２人
が、選挙や政治に対して日
頃から感じていることを発 
表しました。審査の結果、
吉田さんが１月31日に開か
れた県大会に出場しました。

　
１
月
25
日
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物『
御み

崎さ
き
馬う

ま
』約
90
頭
が

生
息
す
る
都
井
岬
で
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
野
焼
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
馬
に
つ
く
ダ
ニ
の
駆
除
と
、
食
料
と
な
る
芝
の

新
芽
の
発
芽
を
促
す
た
め
に
実

施
。
岬
を
管
理
す
る
都
井
御
崎

牧
組
合
の
組
合
員
ら
約
40
名
が

協
力
し
て
作
業
を
行
い
、
重
油

を
染
み
込
ま
せ
た
布
を
つ
め
た

竹
の
棒
で
、
丘
陵
に
火
を
つ
け
る

と
、
火
は
パ
チ
パ
チ
と
音
を
立
て

て
燃
え
広
が
り
ま
し
た
。
御
崎

馬
た
ち
は
、
慌
て
て
煙
か
ら
逃
げ

る
よ
う
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
都
井
岬
の
野
焼
き

御崎馬の繁殖
３月中旬ごろから新芽が生えは
じめ、３月末から５月中旬ごろ
に馬の出産シーズンを迎えます。
私たちは御崎馬の繁殖を目的と
して取り組んでいます。やはり
一番の楽しみは、御崎馬の赤
ちゃん『春駒』の誕生。可愛ら
しい姿を見に来てほしいですね。

都井御崎牧組合・組合長

迫
さ こ

田
だ

 幸
こ う

四
し

郎
ろ う

さん

　

２
月
15
日
、
第
22
回
串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
、
市

文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
生
涯
学
習
成
果
作
品
展
で
は
、

水
彩
画
や
陶
芸
作
品
な
ど
を
展
示
。
舞
台
で
は
琴
演
奏
や
体

操
、
舞
踊
な
ど
５
つ
の
団
体
が
、

講
座
や
普
段
の
練
習
で
培
っ
た

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ヨ
ネ
ス
ケ
（
桂
米
助
）
氏

が
講
演
。
落
語
を
交
え
な
が
ら

日
本
独
特
の
文
化
や
風
習
の
素

晴
ら
し
さ
を
語
り
ま
し
た
。「
人

生
笑
い
が
一
番
」
と
終
始
笑
い

の
絶
え
な
い
講
演
に
、
会
場
は

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
を

陶芸サークルで作品を展示しま 
した。陶芸を始めて20年以上。
月２回みんなで集まって活動し
ています。テーマを決めて、自
分の好きなものを自由に制作で
きるので、楽しんでしています。
たくさんの人が作品を見に来て
くれてとてもうれしいですね。

自由に楽しむ

大束地区・平原

吉
よ し

田
だ

 珠
た ま

美
み

さん

福島地区・上塩

古
ふる

屋
や

 千
ち

加
か

子
こ

さん

兵
ひょう

頭
ど う

 良
よし

子
こ

さん

　
２
月
８
日
、Ｊ
Ａ
串
間
市
大
束
本
所
で『
き
ん
か
ん
ま
つ
り
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
き
ん
か
ん
の
即
売
会
や
生
産
者
が
前
日

か
ら
仕
込
ん
だ
約
40
種
類
の
き
ん
か
ん
料
理
の
試
食
、
地
鶏

や
豚
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
あ

り
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
き
ん
か
ん
料
理
は
あ
っ

と
い
う
間
に
な
く
な
る
ほ
ど
の

人
気
で
、完
熟
き
ん
か
ん「
た
ま

た
ま
」
も
市
価
よ
り
安
く
販
売

さ
れ
、
売
れ
行
き
も
好
調
で
し

た
。
即
売
会
の
後
は
、
豪
華
賞

品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

会
場
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。 

大
盛
況
！
き
ん
か
ん
ま
つ
り

甘くおいしい
子どもにきんかんを送ろうと
思って買いに来ました。きんか
んを送るとすごく喜んでくれま
す。今日は、きんかんのアイデ
ア料理や振る舞いがたくさんあ
り、とてもおいしかったです。
料理のレシピをいただいたので、
帰ったら挑戦しようと思います。

協定を締結しました。

災害時通信手段
の確保を

１月26日、本市と西日本電
信電話（ＮＴＴ西日本）宮
崎支店が、災害発生時にお
ける被災者などの通信手段
の確保を図ることを目的に、
特設公衆電話の設置・利用
に関する協定を締結しまし
た。設置場所は、中央公民
館、本城小学校などの避難
所８カ所を予定しています。

　
１
月
25
日
、
南
九
州
串
間
武
道
大
会
（
主
催
：
串
間
市
体

育
協
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
開
催
34
回
を
迎
え
た

伝
統
あ
る
同
大
会
。
剣
道
と
四
半
的
弓
道
の
２
競
技
に
、
県

内
外
か
ら
約
７
０
０
人
の
選
手

・
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
串

間
市
民
総
合
体
育
館
で
剣
道
競

技
（
団
体
戦
・
個
人
戦
）、市
営

室
内
体
育
施
設
で
は
四
半
的
弓

道
競
技
が
行
わ
れ
、
心
・
技
・

体
の
練
磨
さ
れ
た
技
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
迫
力

の
あ
る
技
に
観
客
の
皆
さ
ん
は

真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

心
・
技
・
体
を
競
い
ま
し
た 

中学男子団体で準優勝しました。
決勝戦の大事なところで１本が
取れずにとても悔しいです。兄
の影響で６歳から剣道を始め、
練習を重ねながら、チームのみ
んなと共に諦めない心を学びま
した。監督や応援してくれた保
護者の皆さんに感謝したいです。

諦めない心を

北
ほく

辰
しん

館
かん

 主将（宮崎市）

岩
い わ

本
も と

 太
た

一
い ち

さん



くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

●住　所＝串間市大字西方5500-2
●☎/FAX＝0987-27-3075
●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp
●Ｈ　Ｐ＝http://kushima-panerp.com/

みなさまの
市民活動を
支援します！ 　  子育て支援情報

　
１
月
15
日
に
代
表
者
討
論
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
討
論
会
は
意

見
の
集
約
を
目
的
に
、
昨
年
度
の

討
論
会
に
参
加
し
た
団
体
と
今
年

度
の
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
に
声
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
話
で
は

「
後
継
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
解
決
に
向
け
て

話
し
合
っ
た
結
果
、
人
材
確
保
の

た
め
パ
ナ
ッ
プ
で
人
材
登
録
を
開

始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
に
つ
い
て
は
「
自
治
会

の
運
営
委
託
を
し
て
ほ
し
い
」

「
敬
老
会
等
を
復
活
さ
せ
た
い
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま

し
た
。
パ
ナ
ッ
プ
で
は
、
今
回
の

討
論
会
を
も
と
に
、
自
治
会
活
性

化
の
た
め
の
モ
デ
ル
地
区
を
募
集

し
、
活
性
化
を
支
援
す
る
事
業
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
討
論
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
パ
ナ
ッ
プ
の
ご
利
用
者
の
一
般

社
団
法
人
虹
は
、
平
成
26
年
か
ら

活
動
を
開
始
し
た
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
な
な
い
ろ
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
日
南
に
行
く

し
か
な
か
っ
た
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
集
う
場
所
で
す
。

学
校
で
も
な
い
家
庭
で
も
な
い
第

３
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し

て
、
な
な
い
ろ
に
来
た
ら
ホ
ッ
と

す
る
、
心
が
休
ま
る
。
学
校
に
は

行
き
た
く
な
い
け
れ
ど
な
な
い
ろ

に
は
行
き
た
い
…
そ
ん
な
デ
イ
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
も
し
、
子
ど
も
の
ハ
ン
デ
ィ
に

つ
い
て
の
悩
み
や
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
な
な
い
ろ
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
パ
ナ
ッ
プ
に
新
し
い
コ
ピ
ー
機

を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、
平
成
27

年
3
月
よ
り
利
用
料
金
を
変
更
い

た
し
ま
す
。

※�

紙
の
資
料
を
デ
ー
タ
で
保
存
し

た
い
場
合
に
は
ス
キ
ャ
ン
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス

キ
ャ
ン
し
た
い
資
料
と
保
存
す

る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
、
活
発
化
の
兆
候
ア
リ
！

〜
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
た
！
〜

パマ友（パパ、ママの友達）を作ろう！
親子で触れ合い
パパ・ママの子育てをお手伝いします。

「すこやかひろば」で 
遊びませんか？

　お楽しみシアターや誕生会、図書館より来て
いただき絵本の読み聞かせなど、毎月いろんな

行事をしています。定期的に保健師や栄養士の講座、
季節の製作などさまざまなイベントも計画

しています。行事のない日などは親子で触れ合い、
楽しめる場として、パパ・ママの交流の場にも
なっています。パマ友（パパ、ママの友達）を

つくりませんか？

利用時間は？
月曜～金曜日の午前８時半～正午、

午後１時～５時までとなっています。
※第２、３、４水曜日は健診などが
 あるため午後からはお休みです。
祝日、12月29日～１月３日も

お休みです。

「すこやかひろば」って 
どんな所？

総合保健福祉センター（市民病院となり）の
２階にある「すこやかひろば」は親子で
交流できる場所です。利用料金は無料。

保護者同士のお友達づくりや情報交換ができ、
毎月さまざまなイベントも計画していますので
気軽に遊びに来てください。子育てに対する

不安や悩みのある方は、保育士に相談、
おしゃべりしに来てください。

一時預かりもあります
子どもを２時間１人 500 円で

預かっています。
人数に限りがありますので
事前予約が必要になります。
詳しくはお電話ください。

問い合わせ先
福祉事務所子育て支援係

☎７２－８７０１（すこやかひろば直通）
変更後

←

変更前
Ａ４モノクロ

１枚10円
Ａ４サイズ

1枚10円
Ａ３モノクロ

１枚20円
Ａ３サイズ
1枚20円

(モノクロ・　
カラー問わず)

Ａ４，Ａ３
カラー１枚30円

※スキャン無料 スキャン機能
なし

問い合わせ先
児童デイサービス「なないろ」
☎７４－１２３３
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児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　「
な
な
い
ろ
」の
ご
紹
介

　
代
表
者
討
論
会
を

　
開
催
し
ま
し
た

　
新
し
い
コ
ピ
ー
機
の

　
導
入
に
つ
い
て



奈
留

秋
山

串
間

北
方

大
平

一
氏

西
方

奴久見

至酒谷

至日南

高
松

南
方 本

城

鬢垂島

崎田

永田

志布志湾

都
井

大
納

宮ノ浦

恋ヶ浦

下石波

上石波市木

幸
島

鳥
島

築
島

銅
島

ひゅうがおおつか

ひゅうがきたかた

ふ
く
し
ま
い
ま
ま
ち

ふ
く
し
ま
た
か
ま
つ

くしま

❾

❼

❽

❻
❺

⓮
❿
❹

❶
⓯

❸
❷

⓫
⓬

⓭

串
間
市
の
河
川
の
状
況

　

市
で
は
、
市
内
15
カ
所
で
河

川
の
水
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
主
な
年
度
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
：
微
生
物

が
水
中
の
有
機
物
を
分
解
す
る

と
き
に
消
費
す
る
酸
素
量
と
さ

れ
、
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
水
が

汚
れ
て
い
る
）
を
グ
ラ
フ
で
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
数
値
で
は
馬

場
川
（
グ
ラ
フ
で
は
❿
）
が
Ｂ
Ｏ

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
方
に
奨
学
金
を
貸
与
し
て
、

就
学
の
便
宜
を
図
り
、
将
来
有

能
な
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、

平
成
27
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

串
間
市
奨
学
資
金
奨
学
生

●�

募
集
人
員
お
よ
び
貸
与
金
額

（
区
分
＝
人
員
／
貸
与
金
額
）

・�

大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
校
、

専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
ま

た
は
大
学
院
に
在
学
す
る
者

＝
３
名
程
度
／
月
額
２
５
，

０
０
０
円

・�

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

ま
た
は
専
修
学
校
（
高
等
課

程
）
に
在
学
す
る
者
＝
３
名
程

度
／
月
額
１
５
，
０
０
０
円

●�

出
願
の
資
格

①�

本
市
に
引
き
続
き
２
年
以
上

在
住
す
る
者
、
も
し
く
は
そ

の
世
帯
に
属
す
る
者
で
あ
る

こ
と

②�

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
校
に
在
学
す
る

学
徒
で
、
向
学
心
に
富
み
、

意
志
堅
固
、
成
績
優
秀
、
品

Ｄ
２
・
８
㎎
／
ℓ
と
、
環
境
基
準

値
（
２
㎎
／
ℓ
）
を
上
回
っ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
箇
所
で
は
年
々

水
質
は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
意
識
の
変

化
」
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
生
活
排
水
は
十
分

に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各

行
方
正
、
身
心
共
に
健
康
で

あ
る
こ
と

③�

学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

●�

貸
与
期
間
＝
貸
与
決
定
の
と

き
か
ら
奨
学
生
が
在
学
す
る

学
校
の
正
規
の
修
業
期
間
を

修
了
す
る
と
き
ま
で

●�

提
出
書
類

　

次
の
書
類
を
教
育
委
員
会
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
推
薦
調
書

③�

在
学
証
明
書
（
在
学
す
る
学

校
長
が
発
行
し
た
も
の
）

④
住
民
票
謄
本（
同
一
世
帯
全
員
）

⑤
所
得
証
明
書

※�

た
だ
し
、
連
帯
保
証
人
は
市

税
等
の
滞
納
が
な
い
者
と
す

る
（
市
税
完
納
証
明
書
添
付
）

●�

募
集
期
間
＝
４
月
１
日
（
水
）

～
５
月
29
日
（
金
）

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
７
月
下
旬

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水

の
処
理
が
水
質
保
全
の
要
と
な

り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

美
し
い
川
を
守
る
た
め
に
わ

た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
汚

れ
た
生
活
排
水
を
川
に
流
さ
な

い
こ
と
で
す
。

●�

奨
学
金
の
返
還
方
法
＝
卒
業

し
た
と
き
か
ら
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
た
期
間
の
２
倍
に

相
当
す
る
期
間
内
で
返
還

（
公
財
）南
那
珂
育
英
会 

奨
学
生
募
集

●�

募
集
人
員
＝
６
名

●�

貸
与
月
額
＝
３
０
，
０
０
０
円

（
無
利
子
）

●�

貸
与
期
間
＝
平
成
27
年
４
月

か
ら
最
短
修
業
年
限
の
終
期

ま
で

●�

出
願
の
資
格

・�

平
成
27
年
度
短
期
大
学
・
大

学
お
よ
び
大
学
院
に
入
学
し

た
者
で
あ
る
こ
と

　

く
み
取
り
処
理
や
単
独
浄
化

槽
処
理
か
ら
合
併
浄
化
槽
処
理

へ
の
切
り
替
え
、
ま
た
は
公
共
下

水
道
・
農
集
落
排
水
へ
の
接
続
に

よ
っ
て
排
水
の
汚
れ
を
８
割
以
上

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

ほ
か
に
も
、
油
を
流
さ
な
い
た
め

に
皿
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
は
紙
で

・�

本
市
に
本
籍
を
有
し
居
住
し

て
い
る
か
、
保
護
者
が
引
き
続

き
２
年
以
上
在
住
し
て
い
る

・�

学
業
成
績
・
人
物
と
も
に
優

秀
で
、
か
つ
健
康
で
あ
っ
て
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る

・�

高
等
学
校
等
の
長
が
、
奨
学

生
と
し
て
推
薦
し
た
者
で
あ
る

こ
と

・�

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

●�

出
願
の
手
続
き
＝
教
育
委
員

会
ま
で
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
奨
学
生
願
書

・�

奨
学
生
推
薦
調
書
（
開
封
無

効
）

・�

在
学
証
明
書
（
進
学
後
の
も

の
。
原
本
）

・�

平
成
26
年
分
の
所
得
を
証
明

す
る
書
類
（「
所
得
証
明
書
」

不
可
）

・�

世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
・

ふ
き
取
っ
て
流
さ
な
い
、
米
の
と

ぎ
汁
を
庭
の
花
に
か
け
る
と
い
っ

た
工
夫
を
す
る
こ
と
が
河
川
の

浄
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
☎
内
線
２
５
４

続
柄
入
り
）

●�
願
書
受
付
期
間
＝
４
月
１
日

（
水
）
～
30
日
（
木
）

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
採
用
が

決
定
し
た
場
合
は
７
月
下
旬

ま
で
に
「
奨
学
生
採
用
通
知

書
」
を
交
付
し
ま
す
。

●�

奨
学
金
の
返
還
方
法
＝
貸
与

終
了
後
、
直
ち
に
返
還
開
始

と
な
り
ま
す
。
大
学
・
短
期

大
学
に
つ
い
て
は
貸
与
を
受

け
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内

に
返
還
。

美
し
い
川
を
守
り
継
ご
う

奨
学
資
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
市
内
15
カ
所
に
あ
る
河
川
の
水
質
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　 

身
近
な
河
川
の
状
況
を
知
り
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
美
し
い
川
を
守
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
平
成
27
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
～
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（mg/l）

（年度）

2

❶善田川合流点 ❻中鶴橋（福島川） ⓫宮ノ前橋（都井川）

❷本城川城泉坊 ❼一氏橋（福島川） ⓬宮ノ浦橋（宮ノ浦川）

❸下弓田海域 ❽石木田橋（大平川） ⓭八ヶ谷橋（市木川）

❹蔵元橋（福島川） ❾平原橋（大平川） ⓮松清橋（天神川）

❺屋治橋（大平川） ❿第一鍛治屋橋（馬場川） ⓯西方橋（西方川）

※環境基準（県が目標と定める水質基準と水域）
◆福島川上流（AA 類型）—赤池滝より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�福島川下流（A 類型）—赤池滝より下流。福島川に流入する初田川、善田川及び西方川を含む。

BOD2mg/ℓ以下。❶❹❻❼❿⓮⓯
◆大平川上流（AA 類型）—末広橋より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�大平川下流（A 類型）—末広橋より福島川合流点まで。大平川下流に流入する奈留川及び秋

山川を含む。BOD2mg/ℓ以下。❺❽❾
◆串間地先海域（海域 A）—下弓田海域付近。COD2mg/ℓ以下。❸
◆❷⓫⓬⓭については、目安として（A 類型）の基準を表示。
◆❸下弓田海域のみ COD（化学的酸素要求量）で表示。
◆⓮H25、26 年度は河川工事の都合上平橋にて採水。

グラフは基準値（BOD2mg/ℓ）を表示するため、調査地点によってはグ
ラフの線の推移がわかりにくいものもあります。縦軸は BOD、横軸は年度
です。※ただし、❸下弓田の縦軸は COD になります。

●�願書交付・提出・問い合わせ先
　〒888‐8555
　�串間市大字西方 5550番地
　教育委員会学校政策課
　☎72 ‐ 1111

↑環境基準値
　（２㎎／ℓ）
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

著：串間市民病院 超音波検査士
川俣  貴靖

超
音
波
検
査
（
以
下
、
エ
コ
ー
）
は
、
超
音

波
を
使
っ
て
体
の
中
の
構
造
や
病
変
を
調
べ
る

検
査
で
安
全
性
の
高
い
検
査
で
す
。
内
科
、
外

科
、
泌
尿
器
科
、
循
環
器
科
、
産
婦
人
科
、
さ

ら
に
は
整
形
外
科
な
ど
、
臨
床
の
現
場
で
は
幅

広
く
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
一

度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
も
し
く
は
、
実
際

に
検
査
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
当
院
に
お
け
る
エ
コ
ー
の
現
状

を
お
伝
え
し
ま
す
。

エ
コ
ー
は
、
患
者
さ
ん
の
病
歴
、
身
体
所
見
、

他
の
検
査
所
見
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
、
検
査
前

か
ら
想
定
さ
れ
た
病
気
を
確
認
し
ま
す
。血
液

生
化
学
検
査
や
画
像
検
査
、
紹
介
状
な
ど
が
あ

れ
ば
参
考
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
エ
コ
ー
は
あ

く
ま
で
独
立
し
た
検
査
で
あ
り
、
現
時
点
で
得

ら
れ
た
エ
コ
ー
画
像
か
ら
疾
患
は
何
か
、
症
状

の
原
因
は
何
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
腹
部
エ

コ
ー
は
、
肝
臓
、
胆
嚢
、
胆
管
、
膵す
い

臓
、脾ひ

臓
、
さ
ら
に
は
胃
、
小
腸
、
大
腸
な
ど
の
消
化

管
や
リ
ン
パ
節
、
腹
水
や
胸
水
を
、
心
臓
エ

コ
ー
は
、
心
臓
の
大
き
さ
や
心
筋
の
動
き
、
弁

膜
症
を
、
頸
部
エ
コ
ー
は
、
血
管
の
厚
み
や
狭

窄
、甲
状
腺
や
リ
ン
パ
節
を
観
察
し
ま
す
。
異

常
所
見
を
認
め
る
場
合
は
、
他
の
領
域
を
追
加

す
る
、
あ
る
い
は
画
像
処
理
を
す
る
な
ど
、
よ

り
詳
細
な
評
価
を
行
い
ま
す
。
急
性
腹
症
に
お

け
る
エ
コ
ー
診
断
で
は
、
約
４
割
が
消
化
管
疾

患
に
起
因
し
て
お
り
、
消
化
管
を
見
て
い
な
い

場
合
は
、
病
変
を
見
落
と
す
、
あ
る
い
は
診
断

の
遅
延
や
誤
診
の
原
因
と
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

心し
ん

窩か

部
痛
や
嘔
吐
、
右
下
腹
部
痛
は
、
急
性
虫

垂
炎
い
わ
ゆ
る
「
盲
腸
」
を
、
腹
満
感
や
便
秘

は
、
腸
閉
塞
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。
エ
コ
ー

で
は
、
腸
管
拡
張
の
程
度
や
範
囲
、
蠕ぜ
ん

動ど
う

、
内

容
物
の
状
態
、
腹
水
の
量
や
性
状
を
丁
寧
に
評

価
し
ま
す
。
特
に
エ
コ
ー
は
動
き
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
評
価
で
き
る
こ
と
が
、
他
の
検
査
で
は

得
ら
れ
な
い
情
報
で
す
。
蠕
動
が
良
好
な
腸
管

が
、
経
過
観
察
中
に
低
下
も
し
く
は
停
止
、
さ

ら
に
は
腹
水
の
増
加
や
混
濁
が
出
現
し
た
場
合

は
、
悪
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
迅
速
な

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
院
の
急
性
腹
症
の
検
討
で
は
、
肝
胆
膵
疾

患
や
消
化
管
疾
患
、
泌
尿
器
や
婦
人
科
疾
患
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
幅
広
い
知
識
と
鑑
別
診
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
度
に
多
数
の
臓
器
が

対
象
と
な
る
う
え
、
得
ら
れ
た
画
像
に
よ
り
次

の
観
察
部
位
や
検
査
は
異
な
り
ま
す
。
検
査
者

や
施
設
に
よ
っ
て
は
、
肝
臓
や
胆
嚢
な
ど
一
部

の
臓
器
し
か
観
察
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
異
常
な
し
と
診
断
さ
れ
て
も
、
症
状
が
持

続
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
当
院
は
、
日
本
肝
臓
学
会
専
門
医
制

度
認
定
施
設
で
、
多
数
の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

肝
臓
の
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
造
影
エ
コ
ー
検
査

を
導
入
し
て
診
断
精
度
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
エ
コ
ー
用
の
造
影
剤
を
静
脈
に
注
射
す
る

こ
と
で
、
肝
臓
内
の
病
変
が
明
瞭
と
な
り
多
く

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
検
査

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
造
影
剤
は
腎
臓
に
排
泄
さ
れ

ま
す
が
、
エ
コ
ー
用
の
造
影
剤
は
呼
気
か
ら
排

泄
さ
れ
る
た
め
、
腎
機
能
不
全
や
喘ぜ
ん

息そ
く

な
ど
の

症
例
に
も
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
重
篤
な

心
疾
患
や
肺
疾
患
、
卵
も
し
く
は
卵
製
品
ア
レ

ル
ギ
ー
の
方
は
、
副
作
用
が
生
じ
る
危
険
が
あ

る
た
め
、
問
診
に
て
確
認
し
ま
す
。
肝
臓
の
腫

瘍
を
宮
崎
大
学
医
学
部
付
属
病
院
な
ど
高
次
医

療
機
関
で
治
療
す
る
場
合
は
、
当
院
に
て
治
療

前
の
適
応
や
質
的
診
断
、
治
療
後
の
効
果
判
定

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
串
間
市
民
病
院
で
造
影

エ
コ
ー
検
査
を
施
行
す
る
こ
と
で
、
身
体
的
、

精
神
的
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
一
口
に
エ
コ
ー
検
査
と
い
っ
て

も
施
設
に
よ
っ
て
、
有
用
性
は
異
な
る
の
が
現

状
で
す
。

さ
て
、
２
０
１
０
年
か
ら
開
始
し
た
研
修
医

を
対
象
と
し
た
エ
コ
ー
研
修
は
、
今
年
で
５
年

目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
、
口
コ
ミ
に
よ
る
希
望

者
は
増
加
し
、
延
べ
50
名
に
到
達
し
ま
す
。
エ

コ
ー
研
修
を
契
機
と
し
て
串
間
市
民
病
院
を
知

り
、
勤
務
さ
れ
る
医
師
や
、
串
間
を
含
む
南
那

珂
の
地
域
医
療
に
貢
献
す
べ
く
奮
闘
す
る
医
師

も
い
ま
す
。「
あ
の
時
、
あ
の
場
所
で
、
教
わ
っ

た
エ
コ
ー
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
私

の
医
師
人
生
に
お
い
て
、
大
き
な
武
器
と
な
り

ま
し
た
。」
と
感
謝
さ
れ
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
串
間
市
民
病
院
に
は
、
本
当
に
臨

床
に
役
立
つ
エ
コ
ー
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
医
療
こ
そ
、
最
新
最
良
の
医

療
水
準
お
よ
び
医
療
シ
ス
テ
ム
が
提
供
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
エ
コ
ー
を
通
じ
て
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
真
剣
に
、
そ
し
て
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
役
立
つ
超
音
波
検
査
と
は
？

Takayasu Kawamata
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あ
こ
が
れ
の
薬
剤
師
に
！

　

金
谷
小
６
年　

轟
と
ど
ろ
き　

七な
の

夏か

さ
ん

私
が
あ
こ
が
れ
て
い
る
仕
事
は
薬

剤
師
で
す
。
薬
の
こ
と
に
詳
し
く
、
薬

局
へ
行
く
と
説
明
を
し
な
が
ら
、
適
切

な
指
示
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
父
が

鼻
の
手
術
を
し
て
５
年
が
経
ち
ま
す
が
、

病
気
は
ま
だ
治
っ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
、

薬
剤
師
に
な
り
、
父
を
少
し
で
も
楽
に

し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

　

有
明
小
６
年　

川か
わ

﨑さ
き 

琳り
ん

加か

さ
ん

歴
史
や
修
学
旅
行
で
行
っ
た
知
覧
特

攻
平
和
記
念
館
で
の
学
習
を
通
し
、
平

和
な
世
の
中
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
、
友
だ
ち
や
家

族
な
ど
身
近
な
人
と
仲
良
く
し
、
思
い

や
り
の
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
き
た
い

で
す
。
全
て
の
人
が
自
分
を
好
き
に
な

り
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
ば
、

き
っ
と
平
和
が
続
く
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
夢

秋
山
小
６
年　

山や
ま

下し
た 

隼し
ゅ
ん

佑す
け

さ
ん

僕
に
は
全
日
本
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
に
な
る
と
い
う
大
き
な
夢
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
毎
日
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
勉
強
も

頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

ま
す
。
粘
り
強
さ
を
身
に
付
け
、
ど
ん

な
時
に
も
あ
き
ら
め
な
い
心
を
も
ち
、

い
つ
か
は
全
日
本
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。

中
学
校
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
束
小
６
年　

林は
や
し　

菜な

月つ
き

さ
ん

私
は
中
学
校
２
年
生
ま
で
、
大
束
中

学
校
に
通
い
ま
す
。
大
束
中
で
し
か
作

れ
な
い
よ
う
な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

り
た
い
で
す
。
ま
た
、
大
束
中
学
校
の

最
後
の
生
徒
と
し
て
、
立
派
な
態
度
で

学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
生
か
ら
通
う
新
し
い
中
学
校
で
も
、

早
く
環
境
に
慣
れ
、
楽
し
い
一
年
間
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
上
級
生
と
し
て
の
責
任

都
井
小
５
年　

村む
ら

中な
か 

な
つ
み
さ
ん

都
井
小
は
、
今
年
度
５
年
生
５
人
が

最
上
級
生
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
学
校

で
は
５
年
生
が
経
験
し
な
い
よ
う
な
こ

と
も
こ
の
10
カ
月
で
た
く
さ
ん
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
成
長
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
来
年
度
は
本
当
の
最
高
学
年
と

し
て
、
今
年
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、

仲
間
と
協
力
し
て
都
井
小
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
け
継
ぐ

～
日
本
の
伝
統
文
化
を
通
し
て
～

　

本
城
小
６
年　

渡わ
た

会ら
い 

光み

岳が
く

さ
ん

こ
れ
か
ら
外
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
物

や
文
化
が
入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
こ
そ
僕
た
ち
の
世
代
が
受
け
継
が

れ
て
き
た
大
切
な
文
化
を
忘
れ
ず
に
、

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
日
本
文
化
を
見
た
り
体

験
し
、
触
れ
合
っ
て
日
本
文
化
に
対
す

る
思
い
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

石
波
の
自
然
と
共
に
生
き
て
い
く
に
は

　

市
木
小
６
年　

谷た
に

端ば
た 

天て
ん

然ね
ん

さ
ん

石
波
海
岸
に
は
多
く
の
ゴ
ミ
が
漂
着

し
て
い
ま
す
。
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
清
掃
が
追
い
つ
か
ず
、
石
波

の
自
然
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
自
然
を
危
険
に
さ
ら
し
て

い
る
の
は
人
間
で
す
。
一
方
で
、
人
間

は
自
然
の
中
で
生
活
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
も
事
実
。
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
自
然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

串
間
に
愛
情
を
も
っ
て

　

福
島
小
６
年　

黒く
ろ

木き 

愛ま
な

華か

さ
ん

自
然
の
美
し
さ
、
人
と
の
つ
な
が
り

の
深
さ
、
特
産
物
の
豊
富
さ
が
串
間
の

大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
魅

力
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
人

が
集
ま
り
、
串
間
が
栄
え
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の

故
郷
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
大
好
き
な
串
間
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

野
球
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

笠
祇
小
６
年　

鈴す
ず

木き 

樹い
っ

冴さ

さ
ん

野
球
は
心
が
大
切
で
す
。
心
を
成

長
さ
せ
る
数
々
の
こ
と
が
、
野
球
の

練
習
や
試
合
に
は
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
多
く
の
人
々
が
野
球
を

続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
野
球
を
続
け
、
体

と
技
、
そ
し
て
心
を
も
っ
と
鍛
え
な

が
ら
、
家
族
や
周
り
の
人
に
感
謝
し
、

い
つ
か
は
甲
子
園
と
い
う
大
き
な
舞

台
に
立
ち
た
い
で
す
。

私
の
将
来
の
夢

　

北
方
小
６
年　

相あ
い

澤ざ
わ 

莉り

菜な

さ
ん

私
に
は
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
獣
医
師
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

家
の
牛
舎
を
手
伝
う
中
で
、
牛
が
病
気

で
死
ぬ
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き

た
牛
の
病
気
を
全
て
治
せ
る
よ
う
獣
医

師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
向
上
心

を
も
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
一
生
懸

命
学
び
、
た
く
さ
ん
の
牛
を
元
気
に
で

き
る
獣
医
師
に
な
り
た
い
で
す
。

か
な
え
た
い
　
わ
た
し
の
夢

大
平
小
６
年　

松ま
つ

山や
ま 

千ち

笑え
み

さ
ん

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
同
じ
夢
を
持

ち
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
シ
ェ
フ

に
な
る
こ
と
で
す
。
夢
を
か
な
え
る

こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
は
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
、
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
父
の
か
な
え
ら
れ
な
か
っ

た
夢
、
シ
ェ
フ
を
目
指
し
ま
す
。

第33回串間市青少年の声を聞く会
■市内の各学校から19 名が思いを述べました。今回は各小学校の発表を要約してご紹介します。
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今
月
は「
移
動
図
書
館
」の
話
で
す
。

市
立
図
書
館
が
お
こ
な
っ
て
い
る
移
動

図
書
館
で
は
、
私
も
市
内
の
小
学
校
な

ど
に
行
っ
て
本
の
貸
し
出
し
を
手
伝
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
行
く
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
本
を
運

ぶ
の
が
大
変
で
す
が
、
す
ご
く
運
動
に

な
る
の
で
ジ
ム
代
わ
り
に
し
て
い
ま
す

（
笑
）。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
ら

れ
る
し
、
行
き
先
の
生
徒
や
先
生
た
ち

と
交
流
で
き
る
の
で
面
白
い
で
す
。
い

つ
も「H

ello!

」と
あ
い
さ
つ
し
合
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
皆
の
名
前
を
覚
え
る

の
が
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
子

ど
も
が
持
っ
て
き
た
本
の
貸
し
出
し
を

す
る
と
き
に
は
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
名

前
が
出
て
く
る
の
で
、「Thank you, 

Koutarou!

」み
た
い
に
英
語
と
名
前

を
使
っ
て
み
る
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
忘
れ
た
子
ど

も
に
番
号
を
英
語
で
言
わ
せ
る
と
困
っ

た
り
し
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。
た
ま
に

英
語
が
か
な
り
上
手
な
子
が
い
る
と

き
も
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
す
。

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

　

そ
の
場
で
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
串
間
に
来

る
ま
で
は
読
み
聞
か
せ
を
し
た
こ
と
が

一
回
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
楽
し
ま

せ
方
の
勉
強
に
も
な
り
、
上
達
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
調
子
に
乗
っ
て
変

な
声
を
使
っ
て
み
た
り
す
る
と
お
も
し

ろ
い
で
す
ね
。
そ
し
て
話
に
出
て
く
る

動
物
の
名
前
を
皆
に
英
語
で
言
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
参
加
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
３
月

27
日
に
日
南
の
ま
な
び
ピ
ア
に
て
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
予
定
で
す
。

毎
年
行
っ
て
い
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ラ

イ
パ
ン
」
と
い
う
料
理
教
室
で
、
日
南

市
の
国
際
交
流
員
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
と

も
一
緒
に
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
ア
メ

リ
カ
の
お
い
し
い
料
理
を
習
う
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
詳
細
は
本
記
事
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
見
る
か
、
市
役
所
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
今
お
も
し
ろ
そ
う

と
思
っ
た
な
ら
ば
、
申
し
込
み
は
今
で

し
ょ
！
！

本の貸し出しをする私

今すぐ
right now
今すぐやれ！

Do it right now!

今月のページ
・記事の余談
・イベント詳細
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

儀式（パトリシア・コーンウェル）
願かけ（佐伯 泰英）
マイ・バレンタイン2015（ハーレクイン）
33年後のなんとなく、クリスタル（田中 康夫）
ズッコケ中年三人組age49（那須 正幹）
ビブリア古書堂の事件手帖６（三上 延）
栗めし（藤原 緋沙子）
孤独の価値（森 博嗣）
吉野弘詩集（吉野 弘）

みずうみのほうへ（上村 亮平）
嗤う淑女（中山 七里）
砂漠の青がとける夜（中村 理聖）
学園天国（五十嵐 貴久）
島と人類（足立 陽）
森に願いを（乾 ルカ）
農家が教えるイチゴつくり（農文協）
50歳からのリセット整理術（中山 真由美）
認知症の人の不可解な行動がわかる本（杉山 孝博）

おしゃれ茶道女子が、おけいこの途中、
なんと「ひな屋敷」にワープ。ひなま
つり茶会の成功に向け、三人官女らと
力を合わせるが…。茶の湯の魅力をわ
かりやすくつたえる物語。薄茶のお点
前（炉）の具体的な流れもわかります。

過去１年間でたくさん読まれた本をラン
キングにして発表します。今年は何がラ
ンクインしているでしょうか？写真は児
童書の１位「かいけつゾロリきょうふの
ちょうとっきゅう」です。今年もかいけ
つゾロリシリーズが大人気のようです。

「
年
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」

「
精
鋭
」

　
今
野
　
敏
／
著

「
お
し
ゃ
れ
さ
ん
の 

茶
道
は
じ
め
て
物
語 

  

～
ひ
な
ま
つ
り
編
～
」

　
永
井 

郁
子
／
作

図書委員は、火・木曜日に図書室の本の貸し

出しや、貸出本の題名を書きます。また、時

間があれば、本をきれいに並べます。

金谷小図書委員のみなさん

大
おお

野
の

 こころさん

河
かわ

野
の

 　伯
はく

くん

浅
あさ

野
の

 聖
せい

奈
な

さん

轟
とどろき

　 士
しい

真
ま

くん

知
[Information]

年
金

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
、
ご
確
認
を
！

　

年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
持
ち
主
不
明

の
記
録
が
、
い
ま
だ
約
２
，
０
０
０
万
件

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る
方

は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

・�

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
ご

自
身
の
年
金
加
入
記
録
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　

照
会
に
は
ご
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
難
し
い
方

は
、
年
金
事
務
所
や
市
役
所
で
も
、
照
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
確
認
で
き
る
年
金
記
録

・�

こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
（
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
）
の
よ
り

新
し
い
年
金
加
入
記
録

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

・�
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
の�

試
算

●
必
要
な
書
類

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
印
鑑

・�

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
（
年
金
手
帳
・
ね
ん

き
ん
定
期
便
な
ど
）。

・�

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
に
は
、
そ
の

他
に
委
任
状
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係�

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

水
道

水
道
の
ご
使
用
ま
た
は

中
止
に
つ
い
て

　

引
っ
越
し
な
ど
で
新
た
に
水
道
の
使
用

を
始
め
る
と
き
や
止
め
る
と
き
、
入
院
や

旅
行
な
ど
で
長
期
に
わ
た
っ
て
水
道
を
使

用
し
な
い
と
き
な
ど
は
、
３
～
４
日
前
ま

で
に
事
前
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
な

ど
で
名
義
が
変
わ
る
と
き
、
そ
の
他
届
出

事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
に
も
、
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
手
続
方
法
に
は
次
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。

①
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
手
続

②�

上
下
水
道
課
窓
口
、
市
役
所
の
各
支
所

で
の
手
続

※�

「
水
道
使
用
異
動
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
電
話
の
場
合
は
、
担
当
者
が

記
載
事
項
を
お
伺
い
し
ま
す
）。

　

な
お
、開
閉
栓
作
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

原
則
と
し
て
平
日
の
営
業
時
間
内
に
限
り

ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
中
止
な
ど
の
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
場
合
、
引
き
続
き
基
本
料
金

が
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●�

手
続
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
水
道
料

金
窓
口
（
窓
口
業
務
受
託
者
：
串
間
市

管
工
事
協
同
組
合
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72

－

４
５
５
１

※�

営
業
時
間
＝
平
日
は
午
前
８
時
半
～
午

後
６
時
、
毎
月
第
２
、
第
４
の
土
曜
日

は
午
前
８
時
半
～
正
午
（
日
祝
、
年
末

年
始
の
12
／
29
～
１
／
３
は
休
み
）

給
水
装
置
に
つ
い
て

　

給
水
装
置
（
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口

ま
で
）
は
お
客
さ
ま
の
財
産
で
す
。
水
漏

れ
が
な
い
よ
う
管
理
し
、
異
常
が
あ
る
と

き
は
お
近
く
の
「
指
定
水
道
工
事
店
」
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
本
管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の

異
常
は
、
市
役
所
上
下
水
道
課
（
☎
72

－

１
３
５
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新人警察官の柿田亮は上司の勧めでエ
リート集団「SAT」を志望する。厳し
く温かく見守る上司、反発しあいなが
らも切磋琢磨して熱い友情を育む同僚
…。成長物語でもある警察小説。『朝
日新聞』連載に加筆修正し書籍化。



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

串
間
史
談
会
と 

春
の
史
跡
巡
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

串
間
史
談
会
で
「
春
の
史
跡
巡

り
」
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
３
月
７
日
（
土
）
午
前

８
時
半
～
午
後
６
時
半

●�

場
所
＝
総
合
体
育
館
前
駐
車
場

集
合
、
霧
島
神
宮
、
国
分
郷
土

館
、
鹿
児
島
神
宮
、
隼
人
歴
史

資
料
館
、
隼
人
塚
史
跡
館

●�

費
用
＝
３
，
６
０
０
円

※�

史
談
会
々
報
誌
平
成
27
年
度
版

第
27
号
を
発
売
中
で
す
。
１
部

４
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
事

務
局
ま
で
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

史
談
会
事
務
局
清
水
さ
ん
☎
72

－

３
３
０
９

国
税
専
門
官
採
用
試
験 

受
験
者
募
集

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
国
税
専

門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●�

受
験
資
格

①�

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

②�

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
次
に
掲
げ
る
方

・�

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平

成
28
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

・�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

●�

試
験
の
程
度
＝
大
学
卒
業
程
度

●�

申
込
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
（
原
則
）

　

�　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

�（http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

※�

申
込
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日

（
水
）
か
ら
４
月
13
日
（
月
）

ま
で
（
受
信
有
効
）

②�

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
込

み
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
に
限

る
）

※�

申
込
用
紙
は
、
熊
本
国
税
局
お

よ
び
最
寄
り
の
税
務
署
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

※�

申
込
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日

（
水
）
か
ら
４
月
２
日
（
木
）

ま
で
（
２
日
（
木
）
ま
で
の
通

信
日
付
印
有
効
）。

※�

申
込
受
付
期
間
が
短
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

一
次
試
験
日
時
＝
６
月
７
日

（
日
）

●�

申
込
先
＝
全
国
の
各
国
税
局
お

よ
び
沖
縄
国
税
事
務
所

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
人
事
院
九

州
事
務
局
☎
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７
３
３
②
熊
本
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎

０
９
６
―
３
５
４
―
６
１
７
１

（
内
線
６
０
４
６
）
③
日
南
税

務
署
☎
22

－
３
６
７
１
※
自
動

音
声
案
内

ボ
ー
ト
免
許
取
得 

講
習
会

●�

１
級
小
型
船
舶
免
許
講
習

（
４
日
間
）

・�

学
科
＝
３
月
27
日
（
金
）
夕
方

～
、
28
日
（
土
）
夕
方
～
、
29

日
（
日
）
朝
～
30
日
（
月
）
朝

～
・�

実
技
＝
３
月
28
日
（
土
）
午
前

の
部
か
午
後
の
部
の
ど
ち
ら
か

を
受
講

・
受
講
料
＝
１
３
２
，
３
０
０
円

●�

２
級
小
型
船
舶
免
許
講
習

（
２
日
間
）

・�

学
科
＝
３
月
28
日
（
土
）
午
後

６
時
～
、
29
日
（
日
）
朝
～

・
実
技
＝
１
級
講
習
と
同
じ

・
受
講
料
＝
１
１
１
，
６
０
０
円

●�

特
殊
小
型
（
水
上
バ
イ
ク
）
講

習
・�

学
科
＝
３
月
28
日
（
土
）
午
後

６
時
～
、
29
日
（
日
）
午
後
１

時
～

・�

実
技
＝
３
月
29
日
（
日
）
午
前

・
受
講
料
＝
６ 

６
，
０
０
０
円

※�

す
べ
て
の
会
場
は
串
間
市
内
の

予
定
。
開
講
が
決
定
し
次
第
、

お
伝
え
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
屋
海
技

事
務
所
☎
０
９
９
４

－

43

－

２
８
５
３

平
成
27
年
度
認
定
職
業
訓
練 

普
通
課
程
訓
練
生
募
集

　

木
造
建
築
に
関
す
る
建
築
一
般
、

建
築
物
の
仕
上
げ
に
お
け
る
タ
イ

ル
施
工
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と

実
技
を
学
び
ま
す
。

　

技
能
照
査
試
験
合
格
者
に
は
技

能
士
補
資
格
が
与
え
ら
れ
、
修
了

後
技
能
検
定
２
級
受
験
資
格
が
あ

り
、
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま�

す
。

●�

期
間
＝
３
年
間（
月
３
～
６
回
）

●�

場
所
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

各
実
習
室

●�

費
用
＝
入
校
金
２
，
０
０
０
円
、

年
間
負
担
金
６ 

０
，
０
０
０

円
●�

申
込
期
限
＝
３
月
31
日
（
火
）

●�

募
集
人
員
＝
各
定
員
５
名
以
上

●�

そ
の
他
＝
雇
用
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
年
齢
・
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日

南
高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２
６
３
３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
４
月
５
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
３
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
３
月
16
日
（
月
）

　

�

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
係

　

☎
内
線
２
５
５

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

串
間
市
議
会
議
員
選
挙
の 

立
候
補
手
続
等
説
明
会

　

平
成
27
年
４
月
26
日
に
執
行
さ

れ
る
串
間
市
議
会
議
員
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
方
や
関
係
者
の
方
は
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
３
月
23
日
（
月
）
午
後

２
時
～

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
☎
内
線
２
７
１

午
後
７
時
ま
で 

転
入
・
転
出
の
届
出
が
で
き
ま
す

　

年
度
末
か
ら
年
度
始
は
、
住
所

異
動
な
ど
の
手
続
き
が
集
中
し
て

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
民
生
活
課
に
お
き
ま
し
て
、
窓

口
時
間
を
延
長
し
て
、
転
入
や
転

出
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

お
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

通
常
の
開
庁
時
間
帯
に
手
続
で
き

な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
事
務
は
、
転
入
、
転
出
ま
た

は
転
居
を
さ
れ
る
方
の
一
部
手
続

き
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
支
所
は
通
常
ど
お
り
で
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�
窓
口
延
長
日
時
（
市
民
生
活
課

の
み
）
＝
３
月
30
日
（
月
）
～

４
月
３
日
（
金
）
午
後
５
時
15

分
～
午
後
７
時
ま
で

■�

窓
口
開
設
課
お
よ
び
受
付
内
容

（
市
民
生
活
課
）

・�

転
入
、
転
出
、
転
居
の
届
出
に

関
す
る
事
務

・
国
民
年
金
に
関
す
る
事
務

・
家
庭
ご
み
に
関
す
る
事
務

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４

乳
が
ん
・
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

40
歳
以
上
の
女
性
の
皆
さ
ん
は

乳
が
ん
検
診
、
20
歳
以
上
の
女
性

の
皆
さ
ん
は
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

平
成
26
年
度
の
検
診
期
間
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
、
無
料

で
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

持
ち
の
方
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
お

見
逃
し
な
く
。
２
年
に
１
回
の
検

診
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
お

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●�

指
定
医
療
機
関

・�

乳
が
ん
＝
串
間
市
民
病
院
、
百

瀬
病
院

・�

子
宮
頸
が
ん
＝
串
間
市
民
病
院
、

産
科
・
婦
人
科
う
ち
む
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
た
な
か
産
科
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療
介
護
課�

健
康
増
進
係
☎
72

－

０
３
３
３

万
一
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
受
付
を
３
月
か
ら
開
始
し
ま

す
。
子
ど
も
会
、
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
な

ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●�

手
続
方
法
＝
加
入
依
頼
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を
添

え
て
指
定
銀
行
（
宮
崎
銀
行
）

の
窓
口
に
提
出

※�

加
入
依
頼
書
は
教
育
委
員
会
な

ど
に
設
置
し
、
前
年
度
加
入
団

体
に
は
代
表
者
へ
３
月
上
旬
ま

で
に
郵
送
予
定

※�

宮
崎
銀
行
か
ら
の
振
込
み
に
は

一
律
１
０
０
円
（
税
別
）
の
手

数
料
が
必
要

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
も
可
能

（「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」https://

w
w
w
.spokyo.jp/spoannet.

htm
l

）

●�

保
険
期
間
＝
平
成
27
年
４
月
１

日
～
翌
年
３
月
31
日
ま
で

※�

４
月
１
日
以
降
に
入
金
の
場
合
、

入
金
日
の
翌
日
か
ら
保
険
有
効

●�

補
償
範
囲
＝
保
険
加
入
グ
ル
ー

プ
活
動
中
、
活
動
へ
の
往
復
中

の
事
故
（
子
ど
も
ワ
イ
ド
保
険

を
除
く
）。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公

財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮

崎
県
支
部
☎
０
９
８
５

－

55

－

３
１
３
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

串
間
市
で
は
、
橋
之
口
住
宅
建

設
に
伴
い
、
新
規
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

●�

募
集
期
間
＝
３
月
２
日
（
月
）

～
３
月
16
日
（
月
）

●�

受
付
場
所
＝
都
市
建
設
課
（
市

役
所
３
階
）

※�
平
日
午
前
９
時
～
11
時
、
午
後

１
時
～
４
時
ま
で

●�

そ
の
他
＝
公
営
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
は
民
間
住
宅
と
違
い
、
い

ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
都
市

建
設
課
・
建
築
住
宅
係
☎
内
線

４
６
４
・
４
６
５

串
間
市
子
ど
も
・
子
育
て 

支
援
事
業
計
画
に
関
す
る 

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

串
間
市
で
は
、「
串
間
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
素

案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
つ
き

ま
し
て
は
、
素
案
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
締
切
＝
３
月
13
日
（
金
）

●�

閲
覧
方
法
＝
市
役
所
１
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
串
間
市
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
串
間
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
で
の

閲
覧
。

●�

意
見
提
出
方
法
＝
「
意
見
提
出

用
紙
」
に
ご
意
見
を
記
入
の
上
、

福
祉
事
務
所
、
各
支
所
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※�

内
容
、
意
見
書
提
出
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務�

所
こ
ど
も
政
策
係
☎
72

－

０ 

３�

３ 

３
（
内
線
５
０
６
）

無
料
相
談
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

笠
祇
神
社
の

鳥
居
を
新
調

　１月25日、笠衹地区にある笠衹神社の鳥居が21年ぶ
りに新調されました。同地区の鈴

すず
木
き
友
とも
重
しげ
さんが材料と

なる杉を寄贈。地域の住民らが汗を流し、鳥居の建て
替えに取り組みました。

　２月 17日、在来馬「道産子」と共に日本縦断を続け
ている北海道大学の山

やま
川
かわ
晃
こう
平
へい
さんが串間を訪れました。

山川さんは８月に北海道を出発し、在来馬の保護の呼
びかけを目的とし、在来馬の生息地を巡る旅を続けて
います。18日には５カ所目となる在来馬の生息地「都
井岬」を訪れ、御崎馬の生態について学びました。

　２月17日、すこやかひろばでひな飾り作りを行いま
した。親子で一緒に作りながら、かわいいひな飾りが
出来上がりました。

「
道ど

産さ
ん

子こ

」と
共
に

日
本
縦
断

ひ
な
飾
り
を

作
り
ま
し
た

『
故
郷
串
間
に
エ
ー
ル
』 

を
読
ん
で

●
串
間
の
未
来
を
信
じ
る
Ｎ
・
Ｔ
さ
ん

　

先
般
、
宮
崎
日
日
新
聞
の
「
故

郷
串
間
に
エ
ー
ル
」
を
読
ん
で
感

動
し
ま
し
た
。

　

中
学
卒
業
と
同
時
に
串
間
を
離

れ
、
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
、
そ
し

て
努
力
を
重
ね
ら
れ
、今
で
は「
現

代
の
名
工
」
と
し
て
全
国
に
名
を

馳は

せ
た
津つ

曲ま
が
り

孝た
か
し

氏
の
人
生
哲
学
、

そ
し
て
洋
菓
子
づ
く
り
に
懸
け
る

人
一
倍
の
情
熱
、
こ
だ
わ
り
。
そ

の
経
営
哲
学
に
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
故
郷
串
間
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
現
状
を
憂
い
つ
つ
も
や

り
方
次
第
、
努
力
を
重
ね
て
行
け

ば
そ
の
再
生
は
可
能
で
あ
る
と
熱

い
思
い
で
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
も
氏
の
人
生
哲
学
、

経
営
哲
学
と
基
本
的
に
は
同
じ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と

い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
ま
す
。
そ

の
中
に
串
間
市
も
含
ま
れ
て
い
る

と
か
…
。
あ
く
ま
で
も
可
能
性
で

は
あ
る
が
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る

こ
と
は
市
民
だ
れ
も
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
手
を
打
た

な
い
限
り
可
能
性
が
現
実
の
も
の

に
な
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ

ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ

る
中
で
、
そ
の
ひ
と
つ
の
方
策
と

し
て
津
曲
氏
の
よ
う
に
故
郷
を
離

れ
、
常
に
故
郷
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
故
郷
へ
の
熱
い
思
い
を
持
っ

て
い
る
方
々
は
数
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
て
外
か
ら
串
間
市

を
視
る
と
い
う
意
味
で
も
そ
の
声

に
耳
を
傾
け
、
時
に
は
そ
の
方
々

も
交
え
て
正
に
全
市
民
的
な
議
論

を
地
道
に
重
ね
、
一
歩
一
歩
前
に

進
ん
で
行
く
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方

策
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宮
日
新

聞
の
津
曲
孝
氏
の
連
載
を
読
ん
で

改
め
て
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
そ
の
先
導
役
を
担
う

べ
き
市
役
所
の
皆
さ
ん
の
や
る
気
、

情
熱
、
一
層
の
奮
起
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
津
曲
さ
ん
の
よ
う
に
県
外
か
ら

串
間
の
こ
と
を
思
っ
て
く
だ
さ
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
が
串

間
に
帰
っ
て
き
た
と
き
に
串
間
は

活
気
が
あ
る
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
市
内
に
住
む
私
た
ち
市

民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
奮
起
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

活
気
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
期
待

●
東
京
の
く
し
ま
応
援
隊
さ
ん

　

焼
酎
大
好
き
な
人
の
一
言
。「
焼

酎
よ
、
お
ま
え
も
て
げ
て
げ
う
め

か
れ
」
と
毎
日
二
時
間
、
休
み
の

と
き
は
三
時
間
は
晩
酌
す
る
と
い

う
の
ん
べ
え
同
級
生
か
ら
、
よ
か

む
ん
味
便
り
恋
ヶ
浦
セ
ッ
ト
と
広

報
く
し
ま
12
月
号
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
昨
年
、
の
ん
べ
え
君
に

「
く
し
ま
の
今
は
」
を
暑
中
見
舞

い
に
書
き
ま
し
た
。
が
、
今
だ
ナ

シ
の
つ
ぶ
て
…
。

　

広
報
の
表
紙
に
「
串
間
を
盛
り

上
げ
る
ぞ
！
」
と
あ
り
。
市
制
60

年
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
、
県
外
か

ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
活
気
あ
る
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
は
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
に
も
串

間
の
情
報
が
届
く
よ
う
に
、
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

投
稿
が
生
き
甲
斐

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年

が
明
け
た
。
今
年
も
元
気
を
出
し

て
、
広
報
へ
の
投
稿
を
続
け
て
い

き
た
い
。

　

読
者
か
ら
「
ま
た
載
っ
た
ね
。

読
ん
だ
よ
」
と
電
話
や
会
っ
た
と

き
、
も
ら
う
も
の
な
ら
真
理
の
局

地
に
達
し
た
喜
び
を
得
る
。

　

も
ら
っ
た
年
賀
状
の
複
数
に

「
今
年
も
書
い
て
よ
。
楽
し
み
に

し
て
い
る
か
ら
」
と
あ
り
、「
読
者

に
寄
り
添
っ
た
作
文
を
書
こ
う
」

と
気
を
ひ
き
し
め
て
い
る
。

　

広
報
紙
に
載
っ
た
ら
切
り
抜
い

て
、
十
数
枚
コ
ピ
ー
す
る
。
こ

れ
を
郷
里
（
阿
久
根
市
）
を
始
め
、

東
京
、
大
阪
、
兵
庫
、
千
葉
、
和

歌
山
、
北
九
州
、
熊
本
、
宮
崎
の

子
や
孫
、
友
人
、
知
人
、
同
窓
生

た
ち
へ
手
紙
で
発
信
す
る
。「
投

稿
着
い
た
。
共
感
し
て
る
よ
」
の

返
事
を
も
ら
っ
て
恵
比
寿
顔
。
有

頂
天
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
昨

年
は
８
回
載
せ
て
も
ら
っ
た
。
感

謝
し
て
い
る
。
自
作
狂
句
を
読
め

ば
「
投
稿
載
れ
ば
待
っ
て
る
各
地

へ
コ
ピ
ー
発
信
」。

　

書
く
こ
と
で
脳
の
刺
激
や
活
性

で
、
ボ
ケ
防
止
や
読
者
と
の
交
流

も
生
ま
れ
る
。「
読
者
の
ペ
ー
ジ
・

く
し
ま
に
あ
」
欄
の
存
在
は
あ
り

が
た
い
。

　

広
報
紙
が
き
っ
か
け
で
交
流
が

生
ま
れ
た
り
、
広
報
紙
へ
の
投
稿

が
生
き
が
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
る
の
は
非
常
に
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
今
年
も
百
野
さ
ん
の
投

稿
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　１月27日、串間市中央分団第14部が上町
地区に住む子どもたちと一緒に夜警を行い
ました。子どもたちは、拍子木の音を響かせ、
防火を呼び掛けながら、地区内を巡回しま
した。

上
町
地
区
親
子
会
が
夜
警

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た

　１月30日、北方小、北方中、秋山小の３
校合同家庭教育学級研修会でクラフトかご
作りを行いました。研修会は３校が持ち回
りで年に１回ずつ計３回開催。この日は、
保護者と子ども約 50 名が参加し、かご作
りを楽しんでいました。

合
同
家
庭
教
育
学
級
研
修
会
で

ク
ラ
フ
ト
か
ご
作
り
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市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

京大モンキーキャンパス 幸島研修ツアー 
が開催されました
　２月７日、幸島と都井岬へ、日本モンキーセンター
職員２名と京大モンキーキャンパス受講生12名が研修ツ
アーに来られました。幸島では、京都大学霊長類研究所
の職員の方が、都井岬ではビジターセンタースタッフ
が、野生動物の生態や社会システム、植物の解説などを
しながらフィールド散策を行いました。幸島や都井岬の
ように、自然教育や野生動物に関する教育・研究環境が
整っているということは素晴らしいことですね。

個室日帰りプランはじめます！
～ゆっくり温泉を満喫！プライベートな時間をお過ごしください～
●利用時間＝午前10時～午後９時半
●料金＝お得なプランです。詳しくはお問い合わせください。
●受付時間＝午前９時～午後７時（当日のみ）
※前日までの予約不可

ご予約承り中です！
　歓送迎会、卒業や入学のお祝いなど、各種ご宴会の予約を承っておりま
す。ご予算、送迎などご相談に応じております。お早目にご予約ください。

毎週水曜日はレディースデー！
●期日＝毎週水曜日
●対象＝女性（中学生以上）入浴者
●料金＝入浴料300円
※ 他の割引券との併用はできません

※※ご協力をお願いいたします※※
　3月下旬に大学の駅伝部が合宿を行います。本城地区の道路を練習走
行しますので、車を運転される皆さまのご協力をお願いいたします。
〇名城大学女子駅伝部(愛知県)：３月21日（土）～30日（月）

　

旧
吉
松
家
住
宅
の
茶
の
間
か
ら
に

ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

毎
月
第
２
第
４
土
曜
日
の
午
後
、
私

た
ち
「
ひ
な
の
会
」
メ
ン
バ
ー
11
人

が
集
ま
っ
て
、
小
さ
な
お
ひ
な
さ
ま

や
ひ
な
の
節
句
に
飾
る
小
物
な
ど
を

作
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
柄
や
着

物
の
残
り
布
な
ど
を
見
て
い
る
だ
け

で
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
、
こ
の
「
ひ
な
の
会
」
が
始

ま
っ
て
８
回
目
の
ひ
な
祭
り
を
迎
え

ま
す
。
最
初
は
、
平
成
19
年
に
開
館

し
た
旧
吉
松
家
住
宅
の
ひ
な
祭
り
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
７
～
８
人
が
集

ま
り
、
福
岡
県
の
柳
川
地
方
に
伝
わ

る
『
さ
げ
も
ん
飾
り
』
を
作
り
始
め

ま
し
た
。
柳
川
さ
げ
も
ん
は
、
城
内

の
奥
女
中
が
着
物
の
残
り
布
で
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
や
琴
爪
入
れ
を
作
っ

た
の
が
始
ま
り
と
の
こ
と
。
下
げ
方

に
も
ル
ー
ル
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

私
た
ち
は
色
合
わ
せ
や
形
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
つ
る
し
ま
し
た
。
「
這は

い
人
形
」
に
は
ハ
イ
ハ
イ
す
る
よ
う

に
な
っ
た
親
の
喜
び
。
「
宝
袋
」
に

は
心
の
豊
か
さ
。
「
ウ
サ
ギ
」
に
は

元
気
に
遊
び
ま
わ
る
と
の
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。
さ
げ
も
ん
は
子
や
孫

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

素
人
ば
か
り
で
教
え
て
く
れ
る
人

も
実
物
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
も
お

り
、
作
り
方
の
載
っ
た
本
だ
け
が
頼

り
で
し
た
。
初
心
者
ば
か
り
で
し
た

が
、
翌
年
の
ひ
な
祭
り
に
は
４
さ
げ

の
さ
げ
も
ん
飾
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
思
い
の
ほ
か
出
来
が
良

く
、
自
分
た
ち
の
分
も
欲
し
く
な
り
、

そ
の
集
ま
り
が
続
く
こ
と
に
な
り
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

『
さ
げ
も
ん
飾
り
』
は
串
間
で
は

ま
だ
珍
し
く
、
多
数
の
人
に
見
て
も

ら
い
ま
し
た
。
毎
年
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
作
品
も
増
え
、
腕
も

上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

途
中
、
人
数
の
変
動
は
あ
り
ま
し
た

が
、
作
品
を
見
て
参
加
し
て
く
れ
る

人
た
ち
も
お
り
、
お
し
ゃ
べ
り
半
分

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
楽

し
さ
を
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ

き
た
く
て
、
旧
吉
松
家
住
宅
ひ
な
祭

り
期
間
中
に
限
定
20
名
で
す
が
、
作

品
づ
く
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
催

し
を
行
い
ま
し
た
。
市
外
の
日
南
や

志
布
志
方
面
か
ら
も
参
加
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
毎
年
来
て
く
だ
さ
る

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
旧
吉
松
家
住
宅
の
ひ
な
祭
り

も
だ
ん
だ
ん
知
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
串
間
に
来
て
く
れ
る

人
、
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
増

え
れ
ば
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

針
仕
事
は
脳
の
活
動
も
良
く
な
る

と
聞
き
ま
す
。
楽
し
い
仲
間
た
ち
と

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
針
を
、

手
を
動
か
せ
る
時
間
を
持
て
る
こ
と

は
幸
福
で
す
。
楽
し
い
時
間
を
作
っ

て
く
だ
さ
る
家
族
や
、
い
ろ
い
ろ
と

配
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
旧
吉
松
家

住
宅
の
人
た
ち
に
も
感
謝
で
す
。
一

年
間
の
作
品
を
集
め
て
吉
松
家
ひ
な

祭
り
期
間
中
（
３
月
23
日
ま
で
）
に

展
示
し
て
お
り
ま
す
。
作
品
で
す
が
、

私
た
ち
が
心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

弥
生
３
月
。
も
う
す
ぐ
桃
の
花
も
咲

き
ま
す
。
時
代
物
の
お
ひ
な
さ
ま
、

き
れ
い
な
お
顔
の
お
ひ
な
さ
ま
。
旧

吉
松
家
住
宅
い
っ
ぱ
い
に
ひ
な
壇
が

飾
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
見
に
来
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い

で
す
。

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.978/2015. ３）

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  19,118人（前月比 -11人）
　男  8,863人　女 10,255人
　世帯数8,277世帯（平成27年２月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�３月の休館日は18日（水）です

TEL 0987-75-2000指定管理者：串間市青果地方卸売市場

ＪＲ東海硬式野球部
少年野球教室開催

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

灯りをつけましょぼんぼりに。小さ
いころ、歌いながら７段飾りのひな
人形を飾った。一番上はお内裏さま
とおひなさま。三人官女と五人囃子

（ばやし）。次は…。どうしても並び
方が思い出せない。そうだ！旧吉松
家住宅にひな人形を見に行こう（ユ）

きんかんを食べたのはいつぶりだろ
うか。県外にいた 16 年間で食べた記
憶はない。子どものころのイメージ
が良くないせいか好んで食べようと
も思わなかった。ところが久しぶり
に食べたきんかんのおいしいこと。
感動。手軽に食べれるのもまた良い（イ）

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

ひなまつりの準備で集まったひなの会の皆さん。楽しく活動しています。

「
ひ
な
の
会
」

神
戸
　
悦
子

かんべ えつこ（66歳）
福島地区・上小路在住。北
方出身。県立福島高等学校
卒業後、保険会社へ勤務。
結婚を機に退職し、現在、 

「旧吉松家住宅を支える会」
に所属。市民サークル「ひな
の会」で活動に勤しむ。

　２月５日から19日まで串間キャンプを行った社会人野球チームＪＲ
東海による少年野球教室が行われました。同野球部は、４年連続で都
市対抗野球大会に出場中の強豪。串間キャンプは今年で６年連続とな
りました。野球教室では、選手たちが熱心に指導。閉会セレモニー
で、上村選手会長
が「元気を忘れず、
指導してもらった
ことをしっかり練
習してください」
と児童たちにエー
ルを送りました。

23  Kushima City Public Relations, 2015.3, Japan



匂
ひ
立
つ 

お
椀
の
餅
を 

は
さ
み
上
ぐ

伸
び
ろ
よ
の
び
ろ 

百
ま
で
の
び
ろ

あ
か
と
き
の 

雲
に
乗
る
が
に 

ひ
そ
や
か
に

姑
逝
き
ま
せ
り 

晦
日
の
朝
に

や
さ
し
さ
の 

処
方
箋
が 

ほ
し
い
と
い
ふ

賀
状
一
枚 

忘
れ
が
た
か
り

有
難
う
の 
言
葉
を
た
く
さ
ん 

使
う
よ
う

心
掛
け
た
い 

老
い
て
こ
の
頃

節
分
に 

寿
司
と
大
豆
を 
味
わ
え
ば

育
て
し
畑
と 

田
の
姿
見
ゆ

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

越
ヶ
谷
　
白
石
　
方
子

仲
　
町
　
藤
原
　
淑
子

串
　
間
　
島
田
ミ
ネ
子

上
小
路
　
本
田
ハ
ズ
エ

子
ど
も
の
部
投
稿 

福
島
小
四
年
　
伴
野
　
聖
季

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

葉
の
陰
に 

龍
馬
と
お
龍 

菜
の
花
忌

燃
え
つ
き
し 

冬
ば
ら
映
え
て 

身
を
躱
す

臘
梅
の 

さ
さ
や
く
小
声 

ひ
そ
か
な
る

桜
餅 

八
十
路
を
生
き
て 

う
た
げ
膳

霜
柱 

ざ
く
ざ
く
鳴
る
よ 

楽
し
い
な

有
明
一
区
　
長
岡
ア
イ
子

堂
　
園
　
吉
田
　
良
子

霧
　
島
　
清
水
し
づ
子

一
般
投
稿 
有
　
明
　
廣
前
美
佐
子

一
般
投
稿 

寺
　
里
　
下
飼
手
明
博

一面鮮やかな黄色に染まる
市民病院裏に咲く菜の花

N
o.978

〒
888-8555 宮

崎
県

串
間

市
大

字
西

方
5550番

地
　

電
話

：
0987-72-1111　

FA
X：

0987-72-6727
http://w

w
w

.city.kushim
a.lg.jp/　

Eメ
ー

ル
：

info@
city.kushim

a.lg.jp　
印

刷
/㈲

志
布

志
新

生
社

印
刷

串
間

支
店

発
行

/串
間

市
役

所
　

編
集

/総
合

政
策

課
情

報
政

策
係

　
2015年

３
月

１
日

発
行

（
毎

月
２

回
１

日
・

15日
発

行
）

広
報


